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1月
１／９◆消防出初式

今池親水公園で各分団が一斉放水

12▼成人式

16▼鎌田小防災訓練

25◆マラソン大会
「かつらぎの道」を駆け抜けるランナー

2月
２／４▼青少年健全育成研修会

５▼香芝・広陵消防組合総合訓練

22◆社会福祉大会
安心して暮らせる豊かな

社会づくりをめざして

28▼教育委員会表彰

3月
３／３◆バイオディーゼル燃料収集車始動

廃食油の回収している北中生徒会の生徒が

収集車に給油

▼旭ケ丘小学校サブ体育館完成

21▼公民館春のつどい

4月
４／11▼人権を確かめ合う日記念集会

12◆香芝ウォーク2009
新緑のいぶきを感じながらの散策

25▼公民館開講のつどい

5月
５／10◆選手権大会

いろんな世代が参加し、

日頃の練習の成果をフル

に発揮

6月
６／６▼食中毒予防講習会

20◆男女共同参画週間講演会
約80人の参加者と、自分らしく共に

生きる社会づくりについて考えました
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7月
７／３▼社会を明るくする運動啓発活動

25▼人権を考える香芝市民集会

◆近畿まほろば総体
全国の高校生アスリートが熱戦を繰り広げました

30◆県下初　環境にやさしいハイブリッド
収集車稼働
市内にゴミ収集に向かうハイブリッドディーゼル車

8月
８／ ◆夏休み親子体験教室

今年もたくさんの親子が新し

いことを体験しました

21▼近畿地区青少年補導センター

連絡協議会・研修大会

9月
９／21◆敬老会

149人のかたが米寿を迎えられました

25▼高齢者交通安全推進大会

10月
10／18◆地域福祉計画策定市民会議開催

誰もが住みなれた地域で安心していきいきと暮らす社会

づくりをめざして

11月
11／３▼功労者表彰式

７◆公民館まつり
学習成果の舞台発表

▼新総合計画策定に向け
て全５回の市民討議会
を開催

21▼市美術展覧会

21▼消防署・消防団合同訓練

28▼グリム絵本館開館

12月
12／13◆ニュースポーツデー

いつでも！どこでも！だれでも！

できる新しいスポーツを体験して

いただきました

28◆保育所スポーツ
フェスティバル
園児たちがめいいっ

ぱいボールを追いか

け走りました

香芝市

この



一般会計予算の執行状況
●歳入　　　　　　　　　　　　　　　 ●歳出

市の財政がどのように運営されているかを知っていただくため、

毎年6月及び12月に財政状況を公表しています。

今回は、21年度上半期(平成21年4月～9月)の財政状況を公表

します。(数値は、平成21年9月30日現在のものです)

平成21年度 上半期

財政状況

水道事業会計の執行状況
会
計
別

基金の現在高 借
入
先
別

項　目 予 算 額 収入･支出済額 執行率

収益的
収入 18億4,607万円 8億9,241万円 48.3％

支出 18億7,421万円 8億9,533万円 47.8％

資本的
収入 1億9,812万円 5,630万円 28.4％

支出 5億 667万円 5,150万円 10.2％

会 計 名 現 在 高

一般 364億5,790万円

下水道事業 109億8,796万円

土地取得 1億7,060万円

水道事業 3億5,223万円

合 計 479億6,869万円

借入先名 現 在 高

財務省 152億6,170万円

郵政公社 102億9,621万円

公営企業等金融公庫 81億 543万円

南都銀行 108億9,558万円

奈良県 11億 732万円

その他 23億 245万円

合 計 479億6,869万円

基　金　名 現 在 高

財政調整基金 2,835万円

減債基金 5,446万円

公共施設整備基金 3,803万円

ふるさとまちづくり基金 100万円

職員退職手当基金 1億 537万円

介護従事者処遇改善臨時特例基金 2,834万円

高齢者福祉基金 242万円

地元公共事業積立基金 1億7,775万円

介護給付費準備基金 1億1,921万円

福祉厚生基金 7,453万円

学校給食運営調整基金 397万円

市立小中学校児童生徒福祉基金 1,676万円

用品調達基金 284万円

市債の現在高

会
計
別

会 計 名 現 在 高

国民健康保険 2億円

合 計 2億円

一時借入金の現在高

区 分 予算額 収入済額 収入率

市税 88億9,726万円 52億4,056万円 58.9％

国庫支出金 37億4,364万円 17億 357万円 45.5％

地方交付税 33億0,000万円 22億5,297万円 68.3％

市債 25億6,210万円 0円 0.0％

県支出金 9億5,847万円 1億6,084万円 16.8％

諸収入 5億8,625万円 2億1,073万円 35.9％

地方消費税交付金 4億8,500万円 2億8,704万円 59.2％

分担金及び負担金 4億2,928万円 1億9,771万円 46.1％

使用料及び手数料 3億3,262万円 1億9,782万円 59.5％

その他 10億 323万円 4億7,622万円 47.5％

合 計 222億9,785万円107億2,746万円 48.1％

区 分 予算額 支出済額 執行率

議会費 2億3,929万円 1億1,007万円 46.0％

総務費 36億1,028万円 20億5,936万円 57.0％

民生費 56億8,125万円 22億1,193万円 38.9％

衛生費 17億1,689万円 8億8,210万円 51.4％

農林商工費 1億9,933万円 9,582万円 48.1％

土木費 31億5,932万円 7億8,238万円 24.8％

消防費 8億3,026万円 4億5,877万円 55.3％

教育費 26億9,412万円 9億5,764万円 35.5％

公債費 41億2,002万円 18億 959万円 43.9％

その他 4,709万円 14万円 0.3％

合 計 222億9,785万円 93億6,780万円 42.0％

特別会計の執行状況
会 計 名 予 算 額 収入済額 収入率 支出済額 執行率

国民健康保険 64億6,158万円 21億5,384万円 33.3％ 29億3,853万円 45.5％

老人保健 4,808万円 4,510万円 93.8％ 850万円 17.7％

後期高齢者医療 5億 138万円 2億 620万円 41.1％ 1億8,306万円 36.5％

介護保険 28億8,559万円 10億6,675万円 37.0％ 11億7,788万円 40.8％

下水道事業 16億2,346万円 2億3,262万円 14.3％ 6億3,772万円 39.3％

土地取得 1億5,000万円 8,097万円 54.0％ 1,595万円 10.6％

財産区財産 3,100万円 1,743万円 56.2％ 1,833万円 59.1％

平成21年12月21日 4



今までの決算書では、１年間の現金の収入・支出の

状況は分かりますが、これまでの行政活動により形成

された資産がどれぐらいあり、その資産を形成するた

めに必要とした借入金などの負債の残高や、正確なコ

ストの把握などが困難でした。

そこで、新たな角度での財政分析手段として、民間

企業の会計の手法を導入し、財務書類４表（①～④）を

作成しています。

従来から公表している決算関係資料を補う資料とし

てご覧ください。

①バランスシート

5 広報かしば　No.510

住民サービスのために保有している財産（資産）と、その財産をどのような財源（負

債＋純資産）で賄ってきたかを比較したものです。

[資産＝負債＋純資産]と、バランスがとれるようになっています。

②行政コスト計算書
資産の形成につながらない行政サービスの提供に伴う費用（行政コスト）と、その財

源となった収入（財源）を分野ごとに集計し、行政活動の効率性を検討する資料です。

平成20年度の行政コスト総額は157.2億円で、財源のうち市民の皆さんからのサー

ビス使用料や手数料などの収入額（経常収益）は7.4億円でした。この差額である149.8

億円（純経常行政コスト）が、市税や地方交付税などにより賄われました。

③資金収支計算書
1年間の現金の収入・支出の増減の内訳と、平

成20年度末時点での残高（期末資金残高）を表し

ています。これにより算出される期末資金残高

が、①のバランスシートの資金に反映されます。

④純資産変動計算書
①のバランスシートにおける純資産が、1年間

でどのように変動したかの内訳を表すものです。

平成20年度

決算報告

公共資産……………………1,230.1億円
（道路、学校など）

借方（資産） 1,244.8億円

投資など…………………………9.3億円
（外郭団体への出資金など）

流動資産…………………………5.4億円
内、資金………………………2.5億円

負債……………………………429.2億円
（市債、退職手当引当金など）

貸方（負債＋純資産） 1,244.8億円

純資産…………………………815.6億円

人にかかるコスト………………36.1億円
（人件費など）

物にかかるコスト………………45.4億円
（物件費、減価償却費など）

移転支出的なコスト……………68.5億円
（扶助費、補助費など）

その他のコスト …………………7.2億円
（公債費利子など）

行政コスト 157.2億円

経常収益…………………………7.4億円
（使用料、分担金など）

市税、地方交付税など………149.8億円
（＝純経常行政コスト）

財源　157.2億円

期首純資産残高……………………800.2億円
（平成19年度から繰り越した純資産）

当期変動高……………………………15.4億円

財源調達…………………………165.2億円

上記の内、財源として使用 …△149.8億円

期末純資産残高　815.6億円

期首資金残高 …………………………1.6億円
（平成19年度から繰り越した資金）

当年度現金増減額 ……………………0.9億円

期末資金残高　2.5億円

－市の財務書類４表について－

負債…将来の世代

のかたが負担しな

ければならない額

純資産…今までの

世代のかたが負担

してきた額

資産…建物や土

地など将来にわ

たり利用される財

産の額

( )
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（2)職員給与費の状況 (普通会計決算）

（4)職員の平均年齢、平均給料月額の状況 (平成21年4月1日現在）

職員の給与の状況
（1)人件費の状況 (普通会計決算）

（5)職員の初任給の状況 (平成21年4月1日現在）

（7)職員の手当の状況

○期末手当・勤勉手当（平成20年度）

住民基本
歳 出 額 人 件 費 人件費率

(参 考)
区 分 台帳人口

(A)
実質収支

(B) （B/A)
平成19年度

（平成20年度末） の人件費率

平成20年度 74,217人 21,870,072千円 201,417千円 3,773,212千円 17.3％ 21.0％

区　分 香　芝　市 国

一　般 大学卒 172,200円 172,200円

行政職 高校卒 140,100円 140,100円

技　能 高校卒 140,100円 ─

労務職 中学卒 135,600円 ─

区 分
職員数 給　　与　　費 1人当たり給与費

(A) 給　料 職員手当 期末･勤勉手当 計（B) (B/A）

平成20年度 451人 1,756,886千円 250,026千円 733,982千円 2,740,894千円 6,077千円

（6)職員の経験年数別･学歴別平均給料月額の状況
(平成21年4月1日現在）

区　分 5年以上10年未満 10年以上15年未満 15年以上20年未満

一　般 大学卒 225,171円 283,700円 336,700円

行政職 高校卒 193,000円 256,600円 304,500円

技　能
高校卒 ─ 円 214,600円 281,400円

労務職

(注) 1. 職員手当には退職手当を含んでいません。 2. 職員数は、20年4月1日現在の人数です。

(注)ラスパイレス指数とは、国
家公務員の標準給与を100と
した場合の地方公務員の給与
水準を示す指数です。

90

95

100

105 
％ 香芝市 

98.8

平成 
15年 

平成 
20年 

97.5
98.898.5

（3)ラスパイレス指数の状況
(各年4月1日現在)

区 分

香芝市

国

46.5歳

41.5歳

平均年齢

一　般　行　政　職

平均給料月額

357,481円

325,521円

平均給与月額

395,646円

391,770円

区　分

1人当たりの
平均支給額

期末手当

職制上の段階、職務の級等による加算措置 有

勤勉手当

3.0月分（1.6 月分）

1.5月分（0.75月分）

1,565千円

香芝市

区　分

香　芝　市

うち 清掃職員

うち 学校給食職員

国

47.8歳

47.2歳

50.2歳

49.2歳

平均年齢

技　能　労　務　職

平均給料月額

304,415円

320,958円

286,250円

285,548円

平均給与月額

325,173円

346,497円

294,838円

322,737円

(注) 国と同じ支給割合です。

○時間外勤務手当

区　分

(平成19年度決算)

(平成20年度決算)

56,909千円 276千円

295千円60,821千円

支給実績
職員1人当たり

平均支給年額

○地域手当（平成21年4月1日現在）

区　分

(平成20年度決算) 51,553千円 117,970円

支給実績
職員1人当たり

平均支給年額
・支給対象地域…市内全域

・支給率…3％（国と同じ支給率）

・支給対象職員数…437人

○退職手当（平成21年4月1日現在）

1人当たりの
平均支給額

勤続20年

定年前早期退職特例措置　2～20％加算

勤続25年

勤続35年

最高限度額

23.50月分

33.50月分

47.50月分

59.28月分

13,354千円

30.55月分

41.34月分

59.28月分

59.28月分

23,608千円

香芝市

自己都合 勧奨・定年

人事行政の運営等の状況
職員数や職員給与等の状況についてお知らせします。

(注) 国と同じ支給割合です。
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公営企業職員(水道局)の状況
（1)職員給与費の状況

区 分
職 員 数 給　　与　　費 1人当たり給与費

(A) 給　料 職員手当 期末･勤勉手当 計（B） (B/A）

平成20年度 23人 82,924千円 9,176千円 33,121千円 125,221千円 5,444千円
(注) 1. 職員手当には退職手当を含んでいません。 2. 職員数は、平成21年3月31日現在の人数です。

（2)職員の平均年齢、基本給及び平均月収額の状況 (平成21年4月1日現在）

区 分 平均年齢 基 本 給 平均月収額

水道事業 40.6歳 299,252円 453,698円

(注) 1. 基本給には、扶養手当及び地域手当の額も含みます。

2. 平均月収額には、期末・勤勉手当等を含みます。

（3)職員手当の状況

○期末手当・勤勉手当 (支給割合は一般行政職と同じ、職員1人当たり平均支給年額1,440千円）

○退職手当 (一般行政職と同じ）

○時間外勤務手当

○その他の手当（平成21年4月1日現在）

区　分 内 容 及 び 支 給 単 価
支 給 実 績

(平成20年度決算)

支給職員1人当たり平均
支給年額(平成20年度決算)

51,879千円

11,478千円

17,717千円

28,137千円

223千円

182千円

51千円

485千円

配偶者13,000円、配偶者以外の扶養親族6,500円
(配偶者のいない職員の扶養親族1人目11,000円)
満16歳以降初年度～満22歳の年度末までの子1人につき5,000円加算

交通機関利用者：全額支給限度額55,000円
交通用具使用者：2km以上で5kmごとに13段階区分(最高支給額24,500円）

部長65,000円、次長54,000円、参事･課長47,000円、主幹45,000円、園長･
保育所長･指導主事38,000円　＊国の制度と支給額が異なります。

借家･借間：最高支給限度額 27,000円
持家：新築購入後5年間2,500円

扶 養 手 当

住 居 手 当

通 勤 手 当

管理職手当

一般行政職の級別職員数の状況
(平成21年4月1日現在）

区分 標準的な職務内容 職員数 構成比

8級 部長･理事 7人 2.6％

7級 次長･参事･課長･主幹 43人 16.3％

6級 課長補佐･係長 68人 25.8％

5級 主査 47人 17.8％

4級 主査 56人 21.2％

3級 主事･技師 19人 7.2％

2級 主事･技師 11人 4.2％

1級 主事･主事補 13人 4.9％

職員の昇給期間短縮の状況
平成20年度は、職員数264人で普通昇給期間（12～24月）を短縮して

昇給した職員はいませんでした。

職員の分限および懲戒処分の状況
心身の故障のため、長期休養等を理由とする分限処分が8件（休職）、

懲戒処分はありませんでした。

公平委員会の状況
給与等の勤務条件に関する措置要求、不利益処分についての不服申し

立て、職員の苦情相談の処理はありませんでした。

特別職の報酬等の状況 (平成21年4月1日現在）

給

料

報

酬

区　分 給 料 月 額 等
期末手当 退　職　手　当

(平成20年度支給割合) 算　定　方　式 支給時期

市　長
885,000円

市　長　退職時給料月額×在職月数×54/100

副市長 755,000円
3.35月分

副市長　退職時給料月額×在職月数×31.5/100
在任ごと

議　長 630,000円
副議長 530,000円 3.35月分 ──
議　員 500,000円

区　分

(平成19年度決算)

(平成20年度決算)

3,825千円 182千円

31千円705千円

支給実績
職員1人当たり

平均支給年額

○地域手当（平成21年4月1日現在）

区　分

(平成20年度決算) 2,609千円 113,428円

支給実績
職員1人当たり

平均支給年額
・支給対象地域…市内全域

・支給率…3％（国と同じ支給率）

・支給対象職員数…23人

（1,000,000円）

（830,000円）

(注)給料及び報酬の（ ）内は、減額措置を行う前の金額です。

総　費　用 職員給与費 総費用に占める (参 考)
区 分

(A)
純損益または実質収支

(B )
職員給与費比率 平成19年度の総費用に

(B/A) 占める職員給与費比率

平成20年度 1,769,587千円 △3,466千円 180,002千円 10.2％ 9.2％
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11
月
21
日（
土
）か
ら
28
日（
土
）ま
で
、
第
19
回

香
芝
市
美
術
展
覧
会
を
中
央
公
民
館
で
開
催
し
ま

し
た
。
各
部
門
の
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

入
賞
者
一
覧
（
敬
称
略
）
―
賞
・
氏
名
―

市
展
賞
に
輝
い
た
作
品

★
絵
画
「
玉
響
の
時
」

山
下
千
恵
子
さ
ん

【
評
】
半
抽
象

的
に
色
彩
が

題
名
の
よ
う

に
お
互
い
に

響
き
合
っ
て
、

観
る
者
に
共

鳴
し
た
秀
作

で
し
た
。

（
審
査
員
＝
松
本
秋
美
・
平
井
利
明
）

★
写
真

「
逆
さ
虹
と
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ダ
ス
ト
」

小
走
　
暢
治
さ
ん

【
評
】
自
然
が
織
り
な
す
神
秘
的
な
光
景

を
表
し
て
い
ま
す
。
少
し
不
条
理
な
部

分
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
が
、
時
が
描
く

姿
を
美
し
い
叙

情
詩
に
仕
上
げ

る
こ
と
が
出
来

て
お
り
、
作
者

の
想
像
力
の
豊

か
さ
と
実
力
の

ほ
ど
が
伺
え
る

作
品
に
仕
上
が

っ
て
い
ま
す
。

（
審
査
員
＝
塩
見
瞬
哉
・
師
岡

も
ろ
お
か

清
高
）

市
美
術
展
覧
会

市
美
術
展
覧
会 

市
美
術
展
覧
会

市
美
術
展
覧
会 

市
美
術
展
覧
会 

第19回 ●
絵
画
之
部

出
展
43
点
…
…
…
…
…
…
…

市
展
賞

山
下
千
恵
子

市
長
賞

中
道
　
紀
子

市
議
会
議
長
賞

松
川
　
和
子

教
育
委
員
会
賞

白
仙
　
正
人

社
会
教
育
委
員
会
議
議
長
賞

田
中
加
代
子

市
美
術
振
興
奨
励
賞

小
野
美
也
子

佳
作

澤
井
　
洋
子

佳
作

山
口
　
　
司

●
書
芸
之
部

出
展
33
点
…
…
…
…
…
…
…

市
展
賞

奥
村
貴
美
子

市
長
賞

篠
宮
佳
代
子

市
議
会
議
長
賞

西
辻
　
静
蘭

教
育
委
員
会
賞

喜
殿
　
華
舟

社
会
教
育
委
員
会
議
議
長
賞

谷
　
　
美
穂

市
美
術
振
興
奨
励
賞

谷
本
　
尚
子

佳
作

奥
村
　
仁
美

佳
作

脇
田
　
公
典

●
写
真
之
部

出
展
58
点
…
…
…
…
…
…
…

市
展
賞

小
走
　
暢
治

市
長
賞

田
中
　
利
孝

市
議
会
議
長
賞

山
本
　
明
子

教
育
委
員
会
賞

細
川
　
元
昭

社
会
教
育
委
員
会
議
議
長
賞

米
澤
　
　
確

市
美
術
振
興
奨
励
賞

中
島
　
　
巌

佳
作

橋
本
　
保
子

佳
作

岡
島
　
俊
夫

★書芸 「二上山」奥村貴美子さん

【評】書表現の要素である墨の潤渇や濃淡を効果的に
いかし、おおらかでゆったりした独特な雰囲気をかも
し出している。

（審査員＝有宗蘭園
らんえん

・土家利之）

平
成
23
年
度
か
ら
始
ま
る
「
新
総
合
計
画
」
に
、
広
く

市
民
の
皆
さ
ま
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
、
全
５
回
の

市
民
討
議
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

無
作
為
で
選
ば
れ
た
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
中
で
立
候
補

し
て
く
だ
さ
っ
た
か
た
や
、
ま
ち
づ
く
り
パ
ー
ト
ナ
ー
の

か
た
合
計
30
名
に
よ
る
討
議
会
で
す
。
ま
た
、
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
と
し
て
大
阪
樟
蔭
女
子
大
学
の
先
生
が
た
に
サ
ポ
ー

ト
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

11
月
か
ら
、第
１
回「
香
芝
市

の
強
み
・
弱
み
」
、
第
２
回
・
第

３
回
「
香
芝
市
の
弱
み
を
な
く

し
強
み
を
伸
ば
す
に
は
」「
香
芝

市
の
将
来
像
」を
テ
ー
マ
に
、活

発
な
討
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
後
は
、
香
芝
市
の
ま
ち
づ

く
り
の
基
本
方
向
に
つ
い
て
、

市
民
討
議
会
の
意
見
を
ま
と
め

て
い
く
予
定
で
す
。

12
月
１
日
（
火
）
中

央
公
民
館
に
お
い
て
、

生
涯
学
習
講
演
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

近
畿
大
学
原
子
力
研

究
所
所
長
の
伊
藤
哲
夫
さ
ん
の
講
演
で
は
、

約
80
名
の
参
加
者
の
皆
さ
ん
が
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
利
用
や
そ
の
限
界
、
原
子
力
や
放
射
線

に
つ
い
て
熱
心
に
聞
か
れ
て
い
ま
し
た
。

私
た
ち
は
日
常
生
活
の
中
で
、
放
射
線
を

利
用
し
た
製
品
や
農
業
分
野
で
の
利
用
、
医

学
利
用
な
ど
で
、
放
射
線
と
深
く
関
わ
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
利
用
法
や
安
全
性
・
危
険
性

に
つ
い
て
、
も
っ
と
理
解
を
深
め
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

新総合計画策定に向けて
市民討議会を開催

▲ワークショップ形式による討議

講
演
会
の
よ
う
す

「
わ
た
し
た
ち
の

身
の
回
り
の
放
射
線
」

―
生
涯
学
習
講
演
会
―



9 広報かしば　No.510

11
月
16
日（
月
）に
、
大
和
高
田
市
・

葛
城
市
・
香
芝
市
の
３
市
消
防
団
が
、

林
野
火
災
を
想
定
し
た
合
同
防
災
訓
練

を
行
い
、
11
月
21
日（
土
）に
は
、
香
芝

市
消
防
団
と
香
芝
消

防
署
が
、
災
害
に
よ

る
被
害
を
最
小
限
に

食
い
止
め
る
た
め
、

連
携
技
術
の
強
化
を

目
的
に
し
た
合
同
活

動
訓
練
を
実
施
し
ま

し
た
。

今
後
も
様
々
な
訓

練
を
通
し
て
、
消
防

力
の
向
上
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

11
月
８
日（
日
）、
東
京
都
国
立
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
記
念
青
少
年
総
合
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
た
「
第
31
回
少
年
の
主
張

全
国
大
会
〜
わ
た
し
の
主
張
２
０
０
９

〜
」
に
お
い
て
、
智
辯
学
園
奈
良
カ
レ
ッ
ジ
中
学
部

３
年
の
小
川
歌
穂
さ
ん
が
、「
ス
マ
イ
ル
と
真
心
は
タ

ダ
」
と
題
し
、
日
ご
ろ
感
じ
て
い
る
思
い
や
社
会
へ

の
提
言
な
ど
を
堂
々
と
発
表
し
、「
審
査
委
員
会
委
員

長
賞
」
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

小
川
さ
ん
は
、
奈
良
県
内
21
校
の
中
学
校
か
ら
４，

５
９
１
点
の
応
募
が
あ
っ
た
第
31
回
「
少
年
の
主
張
」

奈
良
県
大
会
に
お
い
て
、
最
優
秀
賞
を
受
賞
さ
れ
、

そ
の
後
、
近
畿
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
で
も
代
表
に
選

ば
れ
、
今
回
の
全
国
大
会
で
約
51
万
人
の
中
か
ら
見

事
栄
誉
に
輝
か
れ
た
も
の
で
す
。

11
月
28
日
（
土
）
、
市
と
大
阪
樟

蔭
女
子
大
学
が
協
働
で
、
旭
ケ
丘

に
あ
る
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
内

に
「
グ
リ
ム
絵
本
館
」
を
開
設
し

ま
し
た
。

館
内
に
置
く
絵
本
を
募
集
し
た

と
こ
ろ
、
市
民
の
か
た
か
ら
約
１

５
０
冊
も
の
寄
贈
が
あ
り
、
ず
ら

り
と
並
べ
ら
れ
た
そ
れ
ら
の
絵
本

を
、
子
ど
も
た
ち
は
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
日
は
同
大

学
の
学
生
に
よ
る
大
型
絵
本
の
読

み
聞
か
せ
な
ど
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

訪
れ
た
お
母
さ
ん
は
、「
こ
こ
な

ら
家
か
ら
も
近
く
、
子
ど
も
と
一

緒
に
ゆ
っ
く
り
と
楽
し
め
そ
う
で

す
。」
と
感
想
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
、
こ
の
絵
本
館
は
月
１
回

行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

こ
の
度
、

本

市

の

美

術
・
芸
術
文

化
の
高
揚
と

情
操
の
振
興
の
た
め
に
、
多
数
の
美
術
品
を
寄
付
さ

れ
た
功
績
に
よ
り
、

垣
さ
ん
が
紺
綬
褒
章
を
受
章

さ
れ
、
11
月
13
日（
金
）に
、
梅
田
市
長
か
ら
伝
達
さ

れ
ま
し
た
。

「
受
章
に
あ
た
り
大
変
喜
び
で
あ
り
、
感
慨
無
量
の

思
い
で
す
。
健
康
で
描
き
続
け
、
今
回
栄
え
あ
る
紺

綬
褒
章
を
受
け
ら
れ
た
こ
と
は
、
家
族
や
多
く
の
か

た
が
た
の
支
え
を
い
た
だ
け
た
か
ら
こ
そ
と
感
謝
の

気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
今
な
お
、
日
々
勉
強
中

で
あ
り
、
今
後
も
精
力
的
に
活
動
し
て
い
き
た
い
。」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

寄
贈
さ
れ
た
水
墨
画
の
前
で
、

梅
田
市
長
㊧
と
　
垣
さ
ん
㊨

絵
本
を
楽
し
む
親
子

▲全国大会での発表

消
防
力
の
向
上
に
向
け
て

２
つ
の
消
防
合
同
訓
練
を
実
施

絵本を通じたふれあい
「グリム絵本館」旭ケ丘にオープン

紺
綬
褒
章
を
伝
達

垣
た
か
が
き

義
光

よ
し
み
つ

さ
ん
（
関
屋
）

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

少
年
の
主
張
　
全
国
大
会
入
賞

３
市
合
同
訓
練
の
よ
う
す

消
防
署
と
消
防
団
の
連
携
作
業
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70
歳
以
上
の
か
た
が
入
院
し
た

場
合
、
１
カ
月
（
１
日
〜
末
日
）
あ

た
り
の
保
険
治
療
に
か
か
る
金
額

が
、
自
己
負
担
限
度
額
ま
で
に
な

り
ま
す
。（
病
院
窓
口
で
の
お
支
払

額
は
、
自
己
負
担
限
度
額
と
食
事

代
や
私
費
分
の
合
計
で
す
。）

○
住
民
税
課
税
世
帯
の
か
た

→

高
齢
受
給
者
証
を
提
示
す
れ
ば
、

自
己
負
担
限
度
額
ま
で
に
な
り
ま

す
。

○
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
か
た

→

高
齢
受
給
者
証
の
他
に「
限
度
額

適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」

が
必
要
に
な
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ

め
、
保
険
医
療
課
で
交
付
を
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ
１
　
非
課
税
世
帯
で
、
限
度
額

適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
を

持
た
ず
に
入
院
し
、
退
院
し
た
場

合
は
ど
う
な
り
ま
す
か
？

Ａ
１
　
支
払
額
が
自
己
負
担
限
度

額
を
超
え
て
い
る
場
合
、
差
額
を

後
か
ら
払
い
戻
し
ま
す
の
で
、
保

険
医
療
課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

み
ん
な
の

国
保

高額療養費－70歳以上75歳未満のかたへ－
（後期高齢者医療に加入しているかたを除く）

◆自己負担限度額

＊1 詳しくは、保険医療課までお問い合わせください。
＊2 同一世帯の世帯主および国保被保険者が住民税非課税であるかた（低所得Ⅰ以外）
＊3 同一世帯の世帯主および国保被保険者が住民税非課税で、その世帯の各所得が必要経費・控除

（年金の所得は控除額を80万円とする）を差し引いたときに0円となるかた。

発
達
に
は
、
運
動
、
手
先
の
器
用

さ
、
食
事
や
排
泄
な
ど
の
生
活
習
慣
、

友
達
や
大
人
と
の
社
会
性
、
話
し
言

葉
、
言
葉
の
理
解
な
ど
、
色
ん
な
分

野
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
が
、
一
律
の
ス
ピ
ー
ド
で

同
じ
よ
う
に
発
達
す
る
こ
と
は
な
い

の
で
す
。

た
だ
、
そ
の
開
き
が
大
き
か
っ
た

り
、
暫
く
し
て
も
変
化
が
見
ら
れ
な

い
と
き
に
は
、
少
し
ず
つ
何
ら
か
の

関
わ
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
望
ま

し
い
で
し
ょ
う
。

ご
家
庭
で
は
･
･
･

❊

子
ど
も
の
ペ
ー
ス
に
合
わ
せ
、
興

味
や
関
心
が
芽
生
え
た
と
き
に
タ
イ

ム
リ
ー
に
関
わ
り
ま
し
ょ
う
。

❊

自
分
で
で
き
る
こ
と
は
自
分
で
さ

せ
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

❊

今
で
き
て
い
る
こ
と
の
次
の
ス
テ

ッ
プ
で
は
、
少
し
ヒ
ン
ト
を
出
し
た

り
手
伝
っ
て
あ
げ
れ
ば
で
き
る
こ
と

は
何
か
に
着
目
し
ま
し
ょ
う
。

こ
れ
ら
を
や
っ
て
み
て
も
、
や
は

り「
う
ち
の
子
は
・
・
・
」と
気
に
な

る
か
た
は
、
お
近
く
の
保
育
所
や
児

童
福
祉
課
な
ど
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。
発
達
を
促
す
た
め
の
関
わ
り
方

や
相
談
者
が
困
っ
て
い
る
こ
と
に
つ

い
て
共
に
考
え
て
い
く
こ
と
が
で
き

ま
す
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、
専
門
機

関
や
医
療
機
関
を
紹
介
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

子
ど
も
に
は
、
一
緒
に
喜
び
、
気

持
ち
を
分
か
ち
合
っ
て
く
れ
る
人
が

い
る
こ
と
が
と
て
も
大
切
で
す
。

子
ど
も
が
自
分
で
し
よ
う
と
す
る

プ
ロ
セ
ス
を
見
守
り
、
で
き
た
時
の

達
成
感
を
一
緒
に
喜
ん
で
あ
げ
ま
し

ょ
う
。

外来（個人単位） 外来＋入院（世帯単位）

一定以上所得者

＊1

一　　　般

低所得Ⅱ＊2

低所得Ⅰ＊3

44,400円

12,000円

80,100円
＊医療費が267,000円を超えた場合は、その超え
た分の1％を加算した額
＊過去12カ月以内に自己負担額を超えた支給が
4回以上あった場合、4回目以降は44,400円）

44,400円

8,000円
24,600円

15,000円

Ｑ
２
　
外
来
の
み
の
場
合
は
ど
う
な

り
ま
す
か

Ａ
２
　
こ
の
場
合
も
、
高
額
療
養
費

の
適
用
が
あ
り
ま
す
。
外
来（
個
人
単

位
）の
自
己
負
担
限
度
額
を
超
え
た
分

を
後
か
ら
払
い
戻
し
ま
す
の
で
、
保

険
医
療
課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

＊Q1、Q2の場合は、
診療を受けた月から
最短で3カ月ほどか
かりますので、ご了
承ください。

問合先：保険医療課・国保係　 内線122・123

・児童福祉課
（総合福祉センター）

79―7522

・保健センター

77―3965

困ったらお電話ください
発
達
、
気
に
な
る
と
き
に
は
？

★電子メール｢子育て･虐待悩みの相談｣メールアドレス kosodate@city.kashiba.lg.jp
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食
事
と
は
、
単
に
必
要
エ
ネ
ル
ギ

ー
や
栄
養
を
摂
取
す
る
と
い
う
だ
け

で
は
な
く
、
お
い
し
く
楽
し
く
食
べ

る
こ
と
で
生
活
を
豊
か
に
す
る
も
の

で
す
。

そ
し
て
、
ど
の
子
も
食
べ
る
こ
と

の
大
好
き
な
子
ど
も
に
な
っ
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

色
々
な
食
べ
物
を
「
お
い
し
い
と

感
じ
て
食
べ
ら
れ
る
。」と
い
う
こ
と

は
、
と
て
も
幸
せ
な
こ
と
で
す
ね
。

子
ど
も
と
い
っ
し
ょ
に
楽
し
み
な
が
ら
生
活
を

送
り
た
い
と
思
っ
て
も
、
目
の
前
の
子
ど
も
は
な

か
な
か
親
の
い
う
こ
と
を
聞
い
て
く
れ
な
い
。
こ

ん
な
悩
み
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

「
子
ど
も
と
楽
し
く
食
事
を
し
た
い
。
食
べ
る
こ

と
で
心
も
体
も
健
や
か
に
。」と
い
う
親
の
願
い
と
、

「
せ
っ
か
く
作
っ
た
の
に
食
べ
て
く
れ
な
い
。
」「
遊

ん
で
ば
か
り
い
て
、
な
か
な
か
食
事
が
終
わ
ら
な

い
。
」
と
い
う
親
の
思
い
通
り
に
な
ら
な
い
子
ど
も

の
姿
に
板
ば
さ
み
に
な
り
、
悩
ん
で
し
ま
っ
た
り
、

や
り
き
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
り
・
・
・
。

ど
う
し
て
、
子
ど
も
は
、
親
の
思
い
通
り
に
は

な
っ
て
く
れ
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

答
え
は
簡
単
! !「
子
ど
も
と
は
い
え
、
親
と
は
異

な
る
人
格
を
も
っ
た
一
人
の
人
間
。
」
と
い
う
こ
と

で
す
。

子
ど
も
は
「
こ
う
し
た
い
。
」「
こ
う
あ
り
た
い
。
」

と
自
分
で
考
え
、
自
分
で
外
の
世
界
に
働
き
か
け
、

と
き
に
は
失
敗
し
な
が
ら
も
、
ま
た
や
り
直
し
て

い
く
。
で
き
た
と
き
に
は「
や
っ
た
ー
！
」「
う
れ
し

い
な
！
」と
自
分
へ
の
信
頼
を
高
め
て
い
く
。
そ
う

し
て
少
し
ず
つ
少
し
ず
つ
自
分
を
つ
く
り
あ
げ
て

い
き
ま
す
。

親
は
そ
う
し
た
子
ど
も
の
ゆ
っ
く
り
と
し
た
成

長
を
、
励
ま
し
見
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

「
好
き
嫌
い
」や「
遊
び
食
べ
」・
・
・
子
ど
も
の
表

面
ば
か
り
を
見
て
い
る
と
理
解
し
に
く
い
行
動
も
、

そ
の
内
側
に
は
、
子
ど
も
自
身
の
い
ろ
ん
な
思
い
が

隠
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
が
見
え
て
く

る
と
、
ち
ょ
っ
と
子
ど
も
が
い
と
お
し
く
な
っ
て
、

あ
せ
ら
な
く
て
も
い
い
ん
だ
と
思
え
た
り
し
ま
す
。

「
早
く
早
く
！
」と
急
が
せ
た
り
、「
ど
う
し
て
こ
ん

な
こ
と
す
る
の
？
」と
否
定
的
に
見
た
り
す
る
だ
け

で
は
な
く
、
子
ど
も
の
思
い
に
こ
こ
ろ
を
よ
せ
、
と

き
に
は
ゆ
っ
た
り
と
待
っ
た
り
、
ち
ょ
っ
と
だ
け
手

を
貸
し
て
あ
げ
る
の
も
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

ち
ょ
っ
と
時
間
に
余
裕
が
で
き
た
ら
、「
食
」を
楽

し
む
た
め
に
、
ぜ
ひ
子
ど
も
と
い
っ
し
ょ
に
食
事

を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

一
方
的
に
食
べ
る
だ
け
で
な
く
、
作
る
こ
と
、

片
付
け
る
こ
と
も
含
め
て
、「
食
」に
関
わ
る
い
ろ
い

ろ
な
こ
と
を
い
っ
し
ょ
に
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

最
初
は
テ
ー
ブ
ル
を
拭
い
た
り
、
お
箸
や
食
器

を
並
べ
る
こ
と
を
任
せ
て
も
い
い
で
す
ね
。
食
事

づ
く
り
も
野
菜
を
洗
っ
て
ち
ぎ
っ
た
り
、
ス
プ
ー

ン
で
混
ぜ
た
り
、
卵
を
割
っ
た
り
、
ハ
ン
バ
ー
グ

な
ど
の
材
料
を
混
ぜ
た
り
な
ど
、
子
ど
も
の
年
齢

に
応
じ
た
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

こ
う
し
て
出
来
上
が
っ
た
も
の
が
、
多
少
形
が

悪
く
て
も
、
そ
れ
を「
お
い
し
い
よ
。」と
食
べ
て
く

れ
る
家
族
が
い
た
ら
、
本
当
に
う
れ
し
い
も
の
で

す
。
失
敗
し
た
っ
て
い
い
の
で
す
。
で
き
あ
が
っ

た
も
の
を
見
て「
お
も
し
ろ
い
形
だ
ね
。
で
も
お
い

し
い
ね
。」と
笑
い
あ
え
た
ら
い
い
で
す
ね
。

「
好
き
嫌
い
」「
遊
び
食
べ
」

・
・
・
あ
せ
ら
な
く
て
も
い
い
で
す
よ

食
べ
る
こ
と
は
、
日
々
繰
り
返
さ

れ
る
日
常
生
活
の
一
部
で
す
。
日
常

的
に
何
度
も
繰
り
返
さ
れ
る
行
為
で

あ
る
か
ら
こ
そ
、「
食
」
の
重
要
性
に

つ
い
て
考
え
、
食
事
を
楽
し
み
た
い

も
の
で
す
。

子
ど
も
の
食
育
が
目
指
す
と
こ
ろ

は「
食
べ
る
こ
と
が
大
好
き
に
な
る
。」

こ
と
で
す
。

家
族
が
そ
ろ
っ
て
楽
し
く
食
べ

る
、
幸
せ
な
時
間
の
思
い
出
を
一
杯

つ
く
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

食
べ
る
こ
と
が

大
好
き
な
子
ど
も
に

育

食

の

も

ど

子

子
ど
も
と
い
っ
し
ょ
に
ク
ッ
キ
ン
グ
〜
！

「
食
」を
楽
し
も
う

1 1



12平成21年12月21日

◆
接
種
対
象
者（
接
種
回
数
）

・
基
礎
疾
患
を
も
た
な
い
小
学
校
４
年
生
〜

６
年
生（
２
回
）

・
１
歳
未
満
児
の
保
護
者
等（
１
回
）

・
優
先
接
種
対
象
者
の
う
ち
、
身
体
上
の

理
由
に
よ
り
予
防
接
種
が
受
け
ら
れ
な
い
者

の
保
護
者
等（
１
回
）

◆
予
約
方
法

12
月
21
日
（
月
）
か
ら
予
約

を
開
始
し
て
い
ま
す
。
各
自
で
医
療
機
関

に
直
接
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
ま
み
小
児
科（
真
美
ヶ
丘
）の
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
は
、
か
か
り
つ
け
の
か

た
の
み
に
変
更
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
接
種
開
始
日

平
成
22
年
１
月
12
日（
火
）

＊
詳
し
く
は
保
健
セ
ン
タ
ー（

77
―
３
９

６
５
）ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

空
気
が
乾
燥
し
、
火
災
が
発
生
し
や
す
い

気
象
状
況
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。
年
末
に
向

け
て
何
か
と
忙
し
い
時
や
、
年
が
明
け
て
気

が
緩
ん
だ
時
な
ど
は
、「
火
」
に
対
す
る
注
意

力
が
散
漫
に
な
り
が
ち
で
す
。

香
芝
消
防
署
で
は
、
市
内
の
警
戒
活
動
と

し
て「
年
末
・
歳
末
特
別
警
戒
夜
間
パ
ト
ロ
ー

ル
」
を
実
施
し
ま
す
。
皆
さ
ん
も
、
火
災
を

起
こ
さ
な
い
た
め
に
、
火
の
取
り
扱
い
に
は

今
ま
で
以
上
に
気
を
付
け
る
よ
う
に
心
が
け

て
く
だ
さ
い
。

火災予防の
3箇条 火

の
用
心

調
理
中
は
そ
の
場
を
離

れ
な
い

暖
房
器
具
の
取
り
扱
い

に
注
意
す
る

燃
え
や
す
い
も
の
を
家

の
周
辺
に
置
か
な
い

3
つ

2
つ

1
つ

○
こ
ま
め
な
手
洗
い
・
う
が
い
を
習
慣
づ
け
る

○
普
段
か
ら
、
十
分
な
休
養
と
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
で
体
調
を
整
え
る

○
部
屋
の
空
気
の
乾
燥
に
注
意
す
る

○
必
要
の
な
い
外
出
は
、
な
る
べ
く
控
え
る

○
咳
・
く
し
ゃ
み
な
ど
の
症
状
の
あ
る
人
は
マ
ス
ク
を
着
用
し
、
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
を
徹
底
す
る

○
症
状
が
あ
る
場
合
は
、
受
診
前
に
医
療
機
関
に
電
話
を
し
て
、
指
示
に
従
っ
て
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

（
任
意
接
種
）

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン

接
種
に
つ
い
て

[

意
識
障
害]

視
線
が
合
わ
な
い
、
眠
そ
う

に
し
て
い
る
、
呼
び
か
け
に
答
え

な
い
な
ど
の
意
識
レ
ベ
ル
の
低
下

[

け
い
れ
ん]

発
作
が
30
分
以
上
持
続
し
た

り
、
発
作
を
繰
り
返
し
て
30
分

以
上
意
識
が
完
全
回
復
し
な
い

な
ど

[

異
状
言
動
・
行
動]

・
事
故
に
つ
な
が
っ
た
り
、
他
人
に

危
害
を
与
え
た
り
す
る
可
能
性
が

あ
る
異
常
な
行
動

・
幻
視
、
幻
覚
、
感
覚
の
混
乱

・
う
わ
ご
と
、
歌
を
唄
う
、
無
意
味

な
動
き

・
お
び
え
、
恐
怖
、
怒
る
、
泣
き
出

す
、
笑
う
、
無
表
情
、
無
反
応

・
何
で
も
口
に
入
れ
て
し
ま
う

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
脳
症
を
発
症
し
た
場
合
、
発
熱
、
咳（
せ
き
）、

の
ど
の
痛
み
な
ど
に
加
え
、
次
の
よ
う
な
症
状
が
み
ら
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
す
ぐ
に
医
療
機
関
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
脳
症
の
注
意
点

・
・
・

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
「
予
防
」
か
ら

・
・
・
・
・
・
・
・
・
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「ペンリレー」は皆さんで作ってい

ただくコーナーです。題名は特

に定めていません。日ごろ感じ

ていること、体験したことなど

を自由に発言してください。次

回のかたは、執筆者から選んで

登場願います。

◆広告掲載の問合先〈広告代理店〉
（株）奈良新聞企画　 0742－34－6066

今があるのは

9歳になる息子が生まれてから新しい発見の連続で
色々な経験をさせてもらっています。人からは「大変だ
ね」と言われるのが多かった事で、何より「大変」から私
たちを「大きく変わる」に変えてくれたのが食物アレルギ
ーでした。
食べられる物が米と大豆のみとわかった時は、今まで

人ごとだと思っていた事がまさか自分の子供に・・・と
悩みました。でも、悩んで立ち止まっていても子供は
日々成長して止まってはくれないと気付いてからは、考
え方を変えて「米と大豆が食べられるなら大丈夫」今の時
代を生きていたら、食べる事の出来ない物だらけですが、
私たち親子は昔の日本へタイムスリップ。「今は食べられ
ないけど、大きくなったら食べられる」人から見れば大
変な事も、子供は希望に変えて努力をしてくれているお
かげで苦労なく今も成長し続けています。
今も仕事でたくさんの方々と出会う事があり、お話し

の中から学ばせて頂く事もたくさんあります。何事にも
言えることですが、経験したからこそ相手の立場に立っ
てわかり合えると思います。子供の事があったおかげで、
食に対しての意識が変わり今があると思います。私も子
供の成長と共に日々成長をしていきたいと思います。
子供を育てているのではなく、子供に育ててもらって

いると心から感じ、子供に感謝。

市のようす …11月末日現在…

人　口　75,245人（前月比+28）
男36,280人／女38,965人

世帯数　27,215世帯（前月比＋46）

毎
年
こ
の
時
期
に
な
る
と
、「
え

っ
ー
！
も
う
そ
ん
な
時
期
!?
や
り

残
し
た
こ
と
は
？
」
と
考
え
、
き

り
が
な
い
ほ
ど
思
い
付
い
て
は
焦

っ
て
い
る
気
が
し
ま
す
。
皆
さ
ん

の
１
年
は
ど
う
で
し
た
か
？

４
月
に
広
報
担
当
に
な
っ
て
か

ら
、
取
材
、
原
稿
作
成
、
編
集
、

次
号
の
計
画
、
取
材
…
…
と
、
毎

月
２
回
の
広
報
紙
の
発
行
を
慌
た

だ
し
く
手
探
り
の
状
態
で
追
い
か

け
て
き
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、
取

材
先
で
は
、
私
の
慣
れ
な
い
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
や
写
真
撮
影
に
、
た
く

さ
ん
の
か
た
が
声
を
掛
け
て
く
だ

さ
り
、
と
て
も
う
れ
し
く
感
謝
し

て
い
ま
す
。

来
年
は
、
果
敢
に
新
し
い
こ
と

に
挑
戦
し
、
力
強
く
前
に
進
ん
で

い
け
る
１
年
に
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

皆
さ
ん
も
よ
い
年
を
お
迎
え
く

だ
さ
い
。

発行／香芝市役所　　編集／秘書広報課

〒639-0292 奈良県香芝市本町1397番地
074 5－76－2 0 01（代表）

URL http://www.city.kashiba.nara.jp/
E - m a i l i n f o＠c i t y. k a s h i b a . l g . j p
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山
下
陽
美
さ
ん

◆315

次回は松田さんにリレーされます。
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